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経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
︑
納
付
を

全
額
ま
た
は
一
部
免
除
︑
あ
る
い
は

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
︒
�

月
�
日
︵
月
︶
か
ら
︑
�
月
分
～
令

和
�
年
�
月
分
の
申
請
を
受
付
し
ま

す
︒
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
︑

こ
の
期
間
は
年
金
受
給
資
格
期
間
と

し
て
算
定
さ
れ
ま
す
が
︑
受
給
金
額

は
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
と

比
べ
る
と
減
額
に
な
り
ま
す
︒
な
お
︑

免
除
承
認
期
間
中
の
保
険
料
は

年
10

以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
付
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
︒

﹁
免
除
﹂は
本
人
︑
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
︑﹁
納
付
猶
予
﹂
は

歳
未
満

50

の
方
が
対
象
で
︑
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
平
成

年
中
の
所
得
に
よ
り
日

30

本
年
金
機
構
が
審
査
し
ま
す
︒
審
査

対
象
と
な
る
す
べ
て
の
方
の
税
申
告

熱
中
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
︑
重
症
化
す
る
と
死
に
至
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
︒
こ
ど
も
や
高

齢
者
は
気
温
な
ど
の
環
境
条
件
以
外

に
も
体
調
に
よ
っ
て
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
︒
熱
中
症
は
予
防
法
を
知

っ
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
︑左
表
の
予
防
法
や
症
状
・
対
応

方
法
を
参
考
に
適
切
に
対
処
し
て
︑

楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
︒

が
済
ん
で
い
な
い
と
受
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
審
査
対

象
と
な
る
方
で
︑
平
成

年
�
月
�

31

日
以
降
に
江
東
区
へ
転
入
さ
れ
た
方

は
︑
そ
の
方
が
平
成

年
�
月
�
日

31

現
在
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
市
区
町

村
で
税
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
失
業
を
理
由
と
し
た
免
除

・
納
付
猶
予
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は

審
査
基
準
に
特
例
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
や
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
等
の
書
類
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
︒

受
付
は
区
民
課
年
金
係
︵
区

役
所
隣
防
災
セ
ン
タ
ー
�
階
20

番
︶
︑
各
出
張
所
︑
特
別
出
張

所
お
よ
び
江
東
年
金
事
務
所

︵
亀
戸
�
︱

︱

�
︶
で
行
っ

16

て
い
ま
す
︒
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
︑
本

人
確
認
書
類
︑
年
金
手
帳
ま
た

は
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
︒

▢問
区
民
課
年
金
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

※申請日から2年1か月前までさかのぼって申請することができます

免除・納付猶予申請書の受付場所

○
平成29年7月分〜
平成30年6月分

○
令和元年7月分〜
令和2年6月分

○平成29年6月分

7／1(月)〜
31(水)

区民課
年金係

免除申請を
行う期間

申請日

×○
平成29年7月分〜
平成30年6月分

8／1(木)
以降

○×

○

×

×

豊洲特別
出張所・
各出張所

○
平成30年7月分〜
令和元年6月分

○

○

○

江東年金
事務所

○○○
平成30年7月分〜
令和元年6月分

○○○
令和元年7月分〜
令和2年6月分

○

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
事
前
に

暑
さ
の
確
認
を

暑
さ
指
数
の
予
測
値
お
よ
び
実
況

値
の
情
報
に
つ
い
て
︑
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
︒
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵

▢
h
ttp
:/
/

HP

w
w
w
.w
b
g
t.e
n
v
.g
o
.jp
/︶
を
ご

覧
く
だ
さ
い
︒

▢問
保
健
所
保
健
予
防
課
感
染
症
対

策
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

高
齢
者
の
猛
暑
避
難
場
所
を
開
設

体
温
調
整
の
機
能
が
低
下
し
た
高

齢
者
の
方
が
︑
暑
さ
を
我
慢
す
る
こ

と
は
︑
大
変
危
険
で
す
︒
区
で
は
︑

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
�
月

日
30

︵
月
︶
ま
で
︑
表
�
の
施
設
に
猛
暑

避
難
場
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
︒
予

防
対
策
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

▢問
長
寿
応
援
課
長
寿
応
援
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

予防方法

表1 熱中症になりやすい時と予防方法

○外の気温や湿度が高
い
○屋外でのスポーツや
労働
○熱帯夜やその翌日
○気温が高い室内での
家事や飲酒

熱中症になりやすい時

○のどが渇く前にこまめに水分を補
給。汗をかいたら塩分も
○温度に気を配る
○エアコンや扇風機を上手に使う
○帽子や日傘で直射日光を避けて、
通気性の良い服装を心がける
○規則正しい食事で栄養を補給
○暑さや疲れ、体調不良を感じたら
休息をとる
○家族、ご近所、職場でお互いを気づ
かい、声をかけ合う

※救急車を呼んだ方がいいか、判断に迷いがあるときは、｢☎#7119｣東
京消防庁救急相談センターへ

表2 熱中症の症状と対応

やや
重い
症状

重い
症状

軽い
症状

○高い体温
○まっすぐ歩けない
○意識が無い
○呼びかけに対し返
事がおかしい
○けいれん

○頭痛
○吐き気
○体がだるい

○めまい
○立ちくらみ
○こむら返り
○汗が止まらない

症状

○すぐに救急車を呼ぶ
○救急車が到着するまでは、涼しい場所へ
行き、衣服をゆるめる
○体に水をかけたり、濡れタオルをあてて
あおぐなど、体を冷やす

○涼しい場所へ移動し、衣服をゆるめて安
静にする
○冷たい水や塩分を補えるスポーツドリン
クをゆっくりと飲む
○水でぬらしたタオルや冷却剤で、首や腋

わき

の下、太ももの付け根を冷やす
※自分で水分・塩分を摂れないとき、症状
が改善しないときはすぐに医療機関を受診
しましょう

対応

5624-6030

※利用できる時間は各施設の開館時間に準じます。

表3 高齢者猛暑避難場所一覧

森下5-11-1森下ふれあいセンター

塩浜福祉会館

3640-8651北砂4-20-12

グランチャ東雲

城東ふれあいセンター
5609-8822

古石場福祉会館

亀戸9-33-2-101亀戸ふれあいセンター

施設名

大島4-5-1大島福祉会館
3646-0461東砂7-15-3東砂福祉会館
3643-1902

東雲1-9-46

塩浜2-5-20
古石場1-11-11

住所

平野1-2-3深川ふれあいセンター

5548-1992

3647-3901
3641-9531
電話番号

3647-0108千田21-18千田福祉会館
3647-8180東陽6-2-17東陽福祉会館
3685-8208亀戸1-24-6亀戸福祉会館
3637-2581

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
相

談
窓
口
で
は
︑
中
学
�
年
生
・
高
校

�
年
生
等
の
受
験
生
が
い
る
世
帯
に

対
し
︑
学
習
塾
・
受
験
対
策
講
座
等

の
受
講
費
用
や
高
校
・
大
学
等
の
受

験
費
用
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
て
い

ま
す
︒
貸
付
条
件
な
ど
制
度
の
詳
細

は
︑
お
気
軽
に
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
︒

▢人
次
の
す
べ
て
に
該
当
し
︑
中
学

�
年
生
︑
高
校
�
年
生
等
の
こ
ど
も

︵

歳
未
満
︶
を
養
育
し
て
い
る
方

20
○
世
帯
の
生
計
の
中
心
者

○
世
帯
収
入
が
一
定
基
準
以
下
で
あ

る
︵
給
与
収
入
・
年
金
収
入
が
あ

る
場
合
は
表
�
︑
事
業
所
得
等
が

あ
る
場
合
は
表
�
参
照
︶

○
預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が
�
�

�
万
円
以
下
で
あ
る

○
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い

︵
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
・
土
地

に
つ
い
て
は
除
く
︶

○
貸
付
対
象
者
お
よ
び
養
育
し
て
い

る
こ
ど
も
が
と
も
に
都
内
に
�
年

以
上
居
住
し
て
い
る

○
生
活
保
護
世
帯
で
な
い

○
本
資
金
の
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て

い
な
い

○
他
の
公
的
資
金
の
返
済
を
滞
納
し

て
い
な
い

※
そ
の
他
︑
連
帯
保
証
人
等
の
条
件

あ
り

﹇
貸
付
金
の
対
象
範
囲
・
金
額
﹈

○
学
習
塾
等
受
講
料
：
学
習
塾
︑
各

種
受
験
対
策
講
座
︑
通
信
講
座
︑

補
習
教
室
に
か
か
る
受
講
料
︒
中

学
�
年
生
・
高
校
�
年
生
等
と
も

に

万
円
ま
で
︵
上
限
︶

20

○
受
験
料
：
高
校
︑
大
学
︑
専
修
学

校
︑
各
種
学
校
の
受
験
料
︒
中
学

�
年
生
は
�
万
�
千
�
百
円
︵
�

回
あ
た
り
上
限
�
万
�
千
円
・
�

回
分
ま
で
︶
高
校
�
年
生
等
は
�

万
円
︵
回
数
や
�
回
あ
た
り
の
上

限
な
し
︶

﹇
返
済
の
免
除
﹈こ
ど
も
が
高
校
︑
大

学
等
に
入
学
し
た
場
合
は
貸
付
金
の

返
済
が
免
除
に
な
り
ま
す
︒

﹇
受
付
時
間
﹈平
日
午
前
�
時
～
正
午
︑

午
後
�
時
～
�
時

▢問
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付

相
談
窓
口
︵
区
役
所
�
階
福
祉
事
務

所
入
口
す
ぐ
︑
保
護
第
一
課
隣
︶

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

3,788,000円

※収入から家賃(一定額)を控除できる場合がありま
す。詳細は窓口へご相談ください。

表1 総収入の目安

3,343,000円3人

2人

4,415,000円3,864,000円

6人

4人

4,832,000円

1人(単身)

4,415,000円5人

世帯人数
ひとり親世帯

4,983,000円

2,717,000円

1,797,000円

総収入／給与収入等(年間)

一般世帯

5,412,000円

3,018,000円

1,797,000円

2,850,000円

表2 総所得の目安

2,160,000円3人

2人

2,992,000円2,551,000円

6人

4人

3,325,000円

1人(単身)

2,992,000円5人

世帯人数
ひとり親世帯

3,446,000円

1,722,000円

1,078,000円

総所得／事業所得等(年間)

一般世帯

3,789,000円

1,933,000円

1,078,000円

夏
の
到
来
と
と
も
に
︑
プ
ー
ル
を

利
用
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
︒

感
染
症
や
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
︑
マ

ナ
ー
を
守
り
︑
楽
し
く
プ
ー
ル
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
︒

﹇
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
ま
し
ょ
う
﹈

○
プ
ー
ル
に
入
る
前
に
は
︑
ト
イ
レ

を
済
ま
せ
︑
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
︑

体
の
汚
れ
︑
化
粧
品
︑
整
髪
料
等

を
よ
く
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
︒

○
利
用
中
に
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後
も
︑

シ
ャ
ワ
ー
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
︒

○
プ
ー
ル
か
ら
出
た
後
は
︑
シ
ャ
ワ

ー
を
よ
く
浴
び
︑
う
が
い
や
洗
眼

も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
︒

﹇
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
﹈

○
発
熱
や
下
痢
︑
睡
眠
不
足
等
の
体

調
不
良
時
は
︑
プ
ー
ル
の
利
用
を

や
め
ま
し
ょ
う
︒

○
プ
ー
ル
に
入
る
前
は
準
備
運
動
を

し
ま
し
ょ
う
︒

○
適
度
に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
︒

○
監
視
員
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
︒

○
怪
我
や
事
故
の
原
因
と
な
る
た
め
︑

プ
ー
ル
サ
イ
ド
を
走
る
︑
プ
ー
ル

に
飛
び
込
む
な
ど
の
危
険
な
行
為

は
や
め
ま
し
ょ
う
︒

○
排
水
口
等
の
水
が
吸
い
込
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
︒

ま
た
︑
﹁
プ
ー
ル
内
で
鼻
を
か
ん

だ
り
︑
つ
ば
を
吐
い
た
り
す
る
﹂﹁
決

め
ら
れ
た
場
所
以
外
で
の
飲
食
﹂

﹁
タ
オ
ル
の
貸
し
借
り
﹂
な
ど
の
行

為
は
や
め
ま
し
ょ
う
︒

▢問
保
健
所
生
活
衛
生
課
環
境
衛
生

係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�




